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抑
へ
て
犬
を
見
れ
ば
、

喰
に
喰
付
な
が
ら
死
た
り
け
り
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場
11:: 
て
見
野f
た
り
と
て
老
後
の
物

利
保
卒
去
の
時
分
、
共
家
臣
徳
山
五
兵
衛
伏
見
の
公
邸
へ
会
り
け
る

に、
家
出
版
公
御
側
へ

召
て
、
大
納
言
の
遺
骨
口
は
如
何
と
.
御
帯
あ
り
。
五

兵
術
巾
倣
は
.
利
家
卒
去
一

一附
月
前
陀
身
後
の
部
共
性
付
侠
て
、
鏑

見
肥
前
守
へ
あ
た
ヘ
ら
れ
候
。
扱
末
期
の
前
.
共
室
労
務
院
泣
く
た

く
枇
陀
近
付
、
い
ま
だ
御
年
わ
か
き
時
よ
り
・
或
は
御
自
乎
鉛
刀
を

取
、
或
は
手
の
者
民
軍
さ
せ
，
多
く
の
人
を
殺
し
給
ひ
し
共
罪
裁
も

品

怖
数
候
。
日
以
は
見
苦
し
き
と
御
笑
ひ
候
へ
ど
も
.自
ら
御
矯
に
経
牧

子
を
仕
立
也
候
。
川
正
を
出
削
せ
参
ら
せ
て
村
中

へ
納
む
べ
し
と
被
巾
候

時
、
利
家
打
笑
ひ
て
我
飢
祉
に
生
れ
愛
か
し
と
と
戦
場
に
赴
き
、
敵

す
る
者
を
殺
し
ぬ
る
と
い
へ
ど
も
、
放
な
う
て
人
主
苦
し
め
殺
す
事

注
し
。
然
れ
ぽ
何
の
罪
あ

p
て
地
獄
と
や
ら
ん
へ
赴
く
べ
き
。
若
し

獄
卒
我
等
を
あ
な
ど
り
、
狼
に
町
質
せ
ん
と
い
は
ど
、
先
建
し
也
家

の
お
土
等
そ
れ
等
の
悪
鬼
E
攻
な
ぴ
け
、
武
放
を
其
絡
に
か
ピ
や
か

可

取

4
税
容
十
四

す
ペ
し
。
無
銭
の
事
た
巾
・し
給
ひ
そ
。
我山
坊
は
死
後
の
都
よ
り、

今

生
に
思
ひ
煩
ふ
都
あ
り
。
秀
頼
公
幼
う
ま
し

l
'¥て
御
父
に
む
く
れ

d
'
f
 

給
ひ
、
共
後
は
内
府
と
我
等
主
召
る

-
A
K
.
幻
戸
組
父
・加
賀
川
岨
父

と
主
ム
。
共
御
い
と
ほ
し
さ
も
限
り
な
し
。
か
く
む
ざ
/
¥
と
病
死

せ
ば
、
御
力
な
き
ゃ
う
に
思
召
候
は
ん
。
せ
め
て
今
五
七
年
依
命
あ

ら
ば
、
秀
抑
制
公
天
下
宣
治
め
給
は
ん
様
を
も
見
組
事
る
べ
き
に
、
人

生
有
限
.
み
ぬ
祉
の
未
を
つ
く

L
¥と
思
ひ
っ
ピ
く
る
に
‘
何
と
な

く
念
る
心
あ
り
と
て
、
限
を
見
聞
き
幽
吹

E
し
.
側
に
世
た
る
新
藤

五
図
光
の
脇
指
を
取
て
、
新
な
が
ら
胸
に
抑
前
て
、
二
援
三
協
う
め

き
て
幕
切
た
る
と
申
上
け
れ
ば
‘
家
出
出
公
も
北
ハ
t
b
E
感
じ
給
ひ
け
る

か
、
御
議
涙
被
成
し
と
也
。
同

て

松

窓
公
初
め
て
の
御
師
閤

吾
参
諮
公
十
九
の
御
設
の
都
、
尾
張
公
の

邸

へ
紀
州
公
・
水
戸
公
を

御
招
請
の
都
あ
り
し
に
.
水
戸
公
御
雨
公
へ
向
て
被
仰
候
は
、
近
年

の
御
政
務
に
は
雄
心
得
背
中
共
有
之
候
。
就
中
賀
州
都
は
、
制
品品質
外

甥
の
儀
勿
論
に
候
。
数
タ
図
被
顕
也
、既
に
十
九
裁
に
成
候
迄
，伺
図

を
見
不
巾
候
。
父
胞
に
か
-s
り
有
之
内
は
特
別
、
家
出
官
民
て
如
此
延

引
は
不
思
諮
在
る
俄
と
被
仰
候
へ
ば
、
御
雨
公
も
叫
酬
に
延
引
如
何
の
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